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湯
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て
②
闘
茶
論
に
関
し
て
一一一、文明元年の一連の風流をめぐって
囮
、
む
す
び
一
、
は
じ
め
に
（１）
永
島
福
太
郎
氏
に
よ
る
と
、
喫
茶
の
風
は
、
平
安
時
代
初
期
に
そ
の
萌
芽
が
ふ
ら
れ
た
が
、
末
期
に
は
、
遇
屑
使
中
止
の
た
め
に
、
一
時
衰
え
を
ふ
せ
た
、
と
い
う
。
し
か
し
、
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、
大
陸
と
の
交
通
が
再
開
さ
れ
、
茶
の
輸
入も再び盛んになったようである。入宋再度に及ぶ明庵栄西が、
法
政
史
学
第
三
十
七
号
風
呂
の
風
流
ｌ
い
わ
ゆ
る
林
間
の
茶
の
湯
に
つ
い
て
Ｉ
『
喫
茶
養
生
記
』
一
巻
を
記
し
て
将
軍
源
実
朝
に
一
義
の
茶
と
共
に
呈
し
た
と
い
う
の
は
、
喫
茶
史
上
に
一
時
期
を
画
し
た
。
名
茶
の
産
地
栂
尾
は
栄
西
が
将
来
し
た
茶
種
を
、
明
恵
上
人
が
伽
え
た
も
の
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
喫
茶
の
風
が
慌
ん
に
な
っ
た
理
山
は
、
そ
の
医
療
的
効
能
と
い
う
よ
り
は
、
別
の
形
に
転
化
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
茶
会
、
闘
茶
な
ど
の
趣
味
的
方
面
に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
茶
会
は
同
好
の
士
が
集
ま
り
、
喫
茶
風
流
を
な
さ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
月
雪
花
を
見
て
心
を
和ぐ風情のものであった。洞塞と同趣のもので、酒宴のはじまり
に
行
な
わ
れ
た
喫
茶
後
に
、
洞
変
と
並
行
し
て
行
な
わ
れ
た
場
合
も
あ
る
が
、
洞
喚
に
対
し
て
茶
会
を
す
る
と
い
う
傾
向
が
強
く
な
る
も
の
で
あ
っ
た。特に茶会では闘茶ということが鎌倉末期から室町中期までの
間
、
非
常
に
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
南
北
朝
期
、
佐
々
木
道
誉
によってよく代表される。
闘
茶
は
茶
の
品
種
の
上
下
を
飲
糸
分
け
る
競
技
で
、
こ
れ
に
賭
物
が
あ
っ
た。贈物は、平安時代から諸道において行なわれたことであり、
連歌などには金銭が賭けられた例もある。
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鎌
倉
時
代
末
期
に
茶
種
が
各
地
に
植
え
ら
れ
た
中
で
、
闘
茶
に
お
い
て
は
、
最
上
の
も
の
が
京
都
高
雄
の
栂
尾
茶
で
、
本
茶
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
他
の
茶
は
、
非
茶
と
さ
れ
た
。
こ
の
本
非
を
飲
糸
分
け
る
の
で
あ
る
。
室
町
時
代
に
な
る
と
、
山
城
宇
治
の
茶
が
あ
ら
わ
れ
、
こ
れ
が
上
茶
と
さ
れ
る
の
で
ある。
（２）
大
乗
院
経
覚
の
『
経
覚
私
要
抄
』
（
以
下
『
私
要
抄
』
と
略
す
）
の
文
明
元年（一四六九）五月二一一一日条には、「茶上下二器、一一鵬柵茶」
な
ど
と
見
え
て
い
る
。
じ
つ
は
、
小
論
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
林
間
の
茶
の
湯
」
と
い
う
言
葉
は
こ
の
『
私
要
抄
』
に
山
来
す
る
。
「
林
間
の
茶
の
湯
」
と
は
一
体
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
先
学
は
「
林
間
の
茶
の
湯
」
を
茶
道
史
の
上
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
、
林
間
に
つ
い
て
、
管
見
の
限
り
で
は
、
茶
道
通
史
に
お
け
る
一
事
象
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
最
近
の
も
の
で
は
、
熊
倉
功
夫
氏
の
『
茶
の
湯
』
（
教
育
社
、
昭
和
五
二
年
）
に
茶
会
の
趣
向
の
始
ま
り
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
今
ま
で
の
先
学
の
最
大
公
約
数
的
な
研
究
と
な
っ
て
い
る
。
「
林
間
の
茶
の
湯
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
「
淋
汗
」
と
は
夏
の
風
凸
の
こ
と
で
、
「
林
間
」
は
「
淋
汗
」
の
当
て
字
で
風
流
を
足
し
た
茶
会
で
あ
っ
た
。
湯
壷
（
湯
殿
）
に
入
っ
て
喫
茶
し
、
且
つ
酒
食
を
楽
し
ん
だ
遊
澳
と
あ
（３）
（４）
る。林間の語に関しては、『下学集』（能芸門第一○）に「淋間
（５）
夏
風
呂
也
」
、
ま
た
、
『
洞
上
僧
堂
清
規
』
（
巻
二
開
浴
法
）
に
、
「
暑
天
〈
毎
日
淋
汗
ス
」
と
あ
っ
て
確
か
に
「
夏
の
風
呂
」
に
つ
い
て
は
間
違
い
な
い
。
そ
こ
で
小
論
で
は
、
先
学
が
い
う
よ
う
に
、
そ
の
当
時
「
林
間
の
茶
の
湯
」
な
る
も
の
が
本
当
に
存
在
し
た
か
ど
う
か
、
そ
し
て
そ
の
実
態
は
い
か
風
呂
の
風
流
（
天
野
）
茶
道
の
歴
史
を
み
る
と
、
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
、
遊
興
の
方
か
ら
「
闘
茶
」
と
い
う
い
わ
ゆ
る
茶
会
の
型
式
と
、
精
神
的
な
も
の
を
背
景
に
し
た
禅
院
に
お
け
る
「
茶
礼
」
と
の
二
通
り
の
流
れ
が
生
じ
て
く
る
。
もちろん、その間にあって広く一般的に喫茶の習慣も高まってい
るのであるが、この二つの流れのうち、闘茶の方は、南北朝時代
に
非
常
な
高
ま
り
を
承
せ
た
。
し
か
し
、
こ
の
闘
茶
は
し
ば
ら
く
流
行
し
た
（６）
あと、串町中期には、「川事茶」として出てくるように、闘茶そ
のものが洲慣化してしまう。そしてついにはほとんど行なわれな
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
また、禅院の「茶礼」の方も、北山文化に続いて足利義教へ、
そして義政の東山文化へと引き継がれ、「書院の茶」として大成
す
る
。
こ
の
義
教
に
つ
ぐ
義
政
時
代
こ
そ
が
茶
道
史
上
に
お
い
て
、
画
期
的
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
を
探
っ
て
ふ
た
い
。
茶
道
文
化
史
界
に
お
い
て
は
、
今
ま
で
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
が
、
あ
ま
り
に
、
興
味
本
意
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
こ
の
テ
ー
マ
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
は
、
茶
道
成
立
期
に
む
か
う
時
代
を
改
め
て
掘
り
さ
げ
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
通
説
の
是
非
を
問
い
な
お
す
こ
とにつながると思う。なお、「りんかん」の字は「林間」とも「淋
汗
」
と
も
ど
ち
ら
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
小
論
で
は
、
『
私
要
抄
』
に
ふ
え
る
「
林
間
」
を
主
に
使
用
し
た
い
。
二、「林間の茶の湯」
１
「
林
間
の
茶
の
湯
」
の
歴
史
的
位
置
七
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２
「
林
間
の
茶
の
湯
」
へ
の
疑
問
Ⅲ
「
林
間
の
茶
の
湯
」
の
言
葉
の
発
生
に
つ
い
て
ここで念のために「林間の茶の湯」についての先学の説明をゑ
て
お
こ
う
。
①永島福太郎氏「茶道の成立」「中世文芸の源流』一四九頁）
特に茶会では闘茶といふことが行はれた。闘茶は茶の品種
の上下を飲み分ける競技で、これに賭物があった。（中略）
室町時代になると、山城宇治の茶が箸れ、これが上茶とされ
な時代となるのである。すなわち、「遊興的」な流れを、「精神
性
」
と
結
び
つ
け
、
つ
い
に
、
「
茶
の
湯
」
と
し
て
大
成
し
た
時
代
で
あ
っ
た。それ以後は、次第に洗練されて行き、近世初頭にいたり、「佗
び茶」へと脱皮する。
こ
の
よ
う
な
時
代
を
背
景
に
し
て
、
遊
興
と
し
て
の
流
れ
の
方
で
、
最
後
と
も
い
え
る
「
林
間
の
茶
の
湯
」
が
、
突
然
に
燃
え
上
が
る
よ
う
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
先
学
の
「
林
間
の
茶
の
湯
」
に
つ
い
て
の
諸
論
を
ま
と
め
て
ゑ
る
と
、
遊
び
の
面
の
単
な
る
賭
事
と
し
て
の
闘
茶
か
ら
、
茶
を
飲
む
た
め
の
趣
向
を
含
ん
だ
新
し
い
茶
会
へ
の
〃
結
節
点
川
と
し
て
「
林
間
の茶の湯」をとらえている。つまり、今までは、茶そのものが、
勝
負
事
の
「
道
具
」
で
し
か
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
後
世
、
茶
を
飲
む
た
め
に
色
々
と
趣
向
を
設
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
会
を
営
む
主
人
の
力
量
に
応
じ
て
、
「
茶
会
」
を
演
出
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
大
き
く
変
化
し
て
い
く
最
初
の
茶
会
と
し
て
、
「
林
間
の
茶
の
湯
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
法
政
史
学
第
三
十
七
号
るのである。大乗院経覚の私要抄の文明元年五月二十一一一日の
条仁は、「茶上下二器一》勝治線」などと見えて居る。
②
桑
田
忠
親
氏
『
日
本
茶
道
史
』
（
七
五
頁
）
文明元年には興編寺衆徒の古市播磨守一党が淋汗の茶湯を一
催している。すなわち、同書の同年五月け三日の条に（中略〉
茶会は上茶が宇治、下茶が雑茶で、この二極を飲み分ける。
やはり一種の闘茶会である。
③
熊
倉
功
夫
氏
『
茶
の
湯
』
（
二
五
’
七
頁
）
㈹
有
名
な
『
経
覚
私
要
抄
』
の
淋
汗
の
茶
を
次
に
記
す
。
史
料
を
―
ま
ず
あ
げ
よ
う
。
（
中
略
）
問
題
は
次
だ
。
瓜
田
で
茶
の
湯
が
お
こ
な
わ
れ
、
茶
が
二
種
類
で
て
一
つ
は
宇
治
茶
、
も
う
一
種
は
、
椎
（
雑
）
茶
と
い
う
か
ら
、
本
茶
と
非茶を飲糸わける剛茶がはじまったわけである。（傍点筆者、
以下同）
回
先
学
（
永
島
・
桑
田
向
氏
Ⅱ
筆
者
注
）
は
、
こ
う
し
た
茶
会
を
．
〃淋汗の茶の湯川として中世の民衆的な茶の湯の一形態とし
て
注
Ⅱ
し
て
き
た
。
右
に
み
る
よ
う
に
、
三
氏
は
、
「
林
間
の
茶
の
湯
」
ま
た
は
、
「
林
間
の
茶会」と称して、必ず『私要抄』文明元年五月二一一一日条を引用し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
日
の
条
を
次
に
引
用
し
て
お
こ
う
。
（淋汗）
今
日
林
間
初
之
、
召
仕
者
共
並
古
市
一
族
若
党
相
交
可
焼
之
由
仰
付
了、於風呂〈茶湯在之、茶上下二器、一一勝繩辮、白瓜二桶、
山桃一盆、又素麺在之、荷葉相副之、朏蝿機研濫置之、子入
畢
、
則
有
一
献
、
上
後
古
市
以
下
一
族
若
党
長
井
、
横
井
、
厳
原
者
共
八
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大方百五十人計入云々、男党悉上テ後、古市女中入了、川自
足可入之由仰故也、麺一鉢、瓶子古市へ遺了、又西舳刊洲
麺一
鉢
、
（長田家則）
一瓶連退了、自古市女中以丘〈庫助悦賜了、
も
ち
ろ
ん
、
林
間
の
風
呂
に
つ
い
て
の
史
料
は
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
し
、
林
間
に
付
随
す
る
「
茶
」
に
つ
い
て
も
か
な
り
あ
る
。
し
か
し
、
右
の
史料は、その中で、非常に記載が詳しく、しかも「茶上下二器」
と
い
う
よ
う
に
具
体
的
に
書
か
れ
て
い
て
、
茶
会
の
形
式
が
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
ある。
しかし、ここでふりかえって史料を見るとぎ、「林間の茶会」、
あ
る
い
は
、
「
林
間
の
茶
の
湯
」
と
い
う
言
葉
は
、
史
料
を
い
く
ら
読
ん
で
も
出
て
こ
な
い
の
に
気
が
つ
く
。
熊
倉
氏
の
回
に
い
ゑ
じ
く
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
考
え
る
に
、
こ
れ
は
先
学
が
つ
く
っ
た
「
造
語
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。
しかし、造語であっても、「林間の茶の湯」なる言葉が妥当な表
現
と
し
て
疑
い
を
持
つ
余
地
が
な
け
れ
ば
よ
い
。
だ
が
本
当
に
「
林
間
の
茶
の
湯
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
体
、
こ
の
「
造
語
」
が
、
何
時
、
誰
に
よ
っ
て
い
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
そ
の
後
は
ま
っ
た
く
こ
の
言
葉
が
疑
わ
れ
ず
に
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
ま
ず
み
て
お
き
た
い。永
島
氏
『
中
世
文
芸
の
源
流
』
二
六
五
頁
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
ている。経
覚
が
徒
然
な
る
ま
ま
に
風
流
を
催
す
際
に
、
古
市
家
の
人
々
を
拙
い
た
り
、
ま
た
古
市
家
が
催
し
て
経
覚
を
招
い
た
こ
と
も
あ
ら
う
。
経
覚の日記たる私要抄の文明元年五月二十一一一日の条には、古市
、
、
、
、
館
に
於
い
て
林
間
風
昌
が
は
じ
め
ら
れ
、
経
覚
の
従
者
や
古
市
の
若
党
風
呂
の
風
流
（
天
野
）
『私要抄』文明元年五月三一一日条を「林間の茶会」と糸なす先
学の根拠は、文中に「茶上下二器、煮柵治緋」とあるからであ
る
。
こ
の
記
録
を
永
島
氏
か
ら
熊
倉
氏
に
い
た
る
ま
で
、
闘
茶
が
行
な
わ
れ
たと解しているのである。
も
し
こ
れ
が
闘
茶
な
ら
ば
、
風
丹
あ
が
り
に
、
あ
が
り
屋
で
闘
茶
の
会
を
架
し
糸
、
そ
し
て
色
々
な
も
の
を
飲
ゑ
食
い
し
た
、
と
い
う
情
景
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
史
料
に
は
な
り
う
る
。
し
か
し
へ
こ
の
「
茶
上
下
二
器
」
だ
け
の
記述で実際に闘茶といっていいのであろうか。また、「｜〈宇治
茶、一へ椎茶、」の記載を「本茶（宇治）と非茶（椎茶）を飲ゑわ
が
風
出
番
に
廻
り
、
ま
ず
茶
会
が
あ
り
、
次
い
で
経
覚
を
は
じ
め
、
古
市
一
族
及
び
若
党
等
百
五
十
人
ほ
ど
、
次
い
で
古
市
の
女
中
衆
が
風
呂
に
入
っ
て
居
る
。
此
の
林
間
風
凸
は
、
種
々
の
装
飾
が
行
は
れ
た
も
の
で
、
同
じ
く
七
月
三
日
の
条
に
は
、
「
今
日
有
林
間
、
又
有
茶
湯
、
又
被
立
花
、
風
呂
中
荘
観
見
物
ナ
ル
者
也
」
と
あ
り
、
ま
た
茶
湯
・
立
花
に
際
し
て
は
、
懸
物
と
か
花
瓶
と
か
の
道
兵
立
に
意
を
凝
ら
し
た
も
の
で、「郷者共衆人令群集見物」と記されて居る。
、
、
一
」
の
よ
う
に
「
林
間
風
州
」
、
あ
る
い
は
「
茶
会
」
と
い
う
表
現
は
出
て
く
る
が
、
「
林
間
」
と
「
茶
会
」
が
く
っ
つ
い
て
、
「
林
間
の
茶
会
」
と
は
出
（７）
てないのである。ところが、桑田山親氏『茶道辞典』ならびに、
（８）
、水島氏『中世の民衆と文化』には、「淋汗の茶事」文化として発一
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
来
、
「
林
間
の
茶
会
」
、
あ
る
い
は
、
「
林
間
の
茶
の湯」としてその言葉が定着し、通説となったと思われる。
②
闘
茶
論
に
関
し
て
九
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け
る
闘
茶
」
と
解
釈
し
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。、
、
私
は
、
こ
れ
は
、
闘
茶
で
は
な
く
、
単
な
る
お
茶
、
つ
ま
り
、
一
つ
は
高
級
な
も
の
で
宇
治
茶
、
一
つ
は
下
用
の
物
で
雑
茶
、
と
ふ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
意
味
を
少
し
考
え
て
承
よ
う
。
そ
れ
は
、
す
ぐ
そ
の
後
の
記
事
に
、
経
覚
が
風
呂
に
入
っ
た
後
、
古
市
胤
栄
以
下
一
五
○
人が入浴したと書かれていることからおこる疑問である。
時
間
的
経
過
が
定
か
に
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
「
本
茶
、
非
茶
」
を
飲
み
わ
け
る
程
度
の
闘
茶
会
と
は
い
え
、
何
服
か
出
し
て
そ
の
中
に
本
茶
が
い
く
つ
出
た
か
と
い
う
の
が
闘
茶
の
ル
ー
ル
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
経
覚
と
そ
の
何
人
か
の
と
り
ま
き
が
こ
れ
を
行
な
っ
た
に
し
て
も
、
か
な
り
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
を
風
呂
の
あ
が
り
屋
で
や
る
わ
け
だ
か
ら
、
他
の
人
は
闘
茶
が
終
る
ま
で
、
風
呂
に
入
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
で
は
、
ど
ん
な
風
呂
を
想
像
す
れ
ば
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
頃
の
風
呂
は
現
在
の
よ
う
に
、
湯
が
ど
ん
ど
ん
後
か
ら
出
て
来
た
り
、
大
き
な
湯
舟
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
風
丹
で
は
な
い
。
当
時
は
蒸
し
風
呂
と
、
湯
舟
の
両
方
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
お
湯
を
わ
か
す
湯
屋
が
う
し
ろ
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
蒸
気
な
り
、
お
湯
な
り
を
浴
（９）
室
に
お
く
っ
た
の
で
あ
る
。
それでは、文明元年五月二一一一日には、どんな風凸が使用された
の
だ
ろ
う
か
。
か
り
に
、
一
五
○
人
が
入
る
と
な
る
と
、
湯
舟
の
風
呂
で
は
、
使
用
す
る
湯
量
が
多
す
ぎ
て
物
理
的
に
は
無
理
で
あ
る
。
蒸
し
風
呂
で
汗
を
出しておいて、外に出てから汗を流す。これならば一五○人でも
難
し
く
は
な
い
。
し
か
し
、
蒸
し
風
呂
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
闘
茶
」
を
行なえるほど広い場所はないように思われる。
法
政
史
学
第
三
十
七
号
で
は
、
史
料
中
の
「
茶
湯
在
之
」
と
い
う
言
葉
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
先
学
が
い
う
「
茶
会
」
を
あ
ら
わ
す
言
葉
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
示
すのは、経覚が茶会（闘茶）を催した時の『私要抄』の記事であ
る。①嘉
士
口
四
年
正
月
一
七
日
条
、
、
一入夜有茶会、其衆子・慶寿・沙弥乗観・良均一房・英盛・菊
寿
・
宮
鶴
、
一
勝
賞
翫
之
曲
今
約
諾
了
、
慶
寿
｜
勝
也
、
則
先
良
均
房可沙汰由申之、（下略）
②
嘉
吉
四
年
正
月
二
二
日
条
、
、
一
茶
会
在
之
、
③
文
安
四
年
正
月
一
○
日
条
、
一
入
夜
茶
興
行
、
若
衆
等
十
八
人
、
懸
物
子
出
之
、
（
下
略
）
④
康
正
二
年
正
月
一
五
日
条
、
、
一於古市域有茶会云々、為翫如意賀也云々、
①
の
茶
会
は
、
．
勝
」
、
「
慶
寿
一
勝
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
闘
茶
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
②
は
「
茶
会
」
と
あ
る
だ
け
で
ど
ん
な
会
か
は
不
明
で
あ
る
。
③
は
、
「
若
衆
等
十
八
人
懸
物
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
会
も
闘
茶
と
う
か
が
え
る
。
④
も
同
様
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
か
く
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
、
経
覚
自
身
は
闘
茶
を
表
わ
す
場
合
に
は
、
必
ず
「
茶
会」と書き記している。とすれば、「茶湯」は、「茶のゆ」ではな
く
「
茶
と
う
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
「
煮
出
し
茶
」
の
こ
と
と
考えられるのである。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
都
合
よ
く
「
茶
会
」
の
条
ば
かりを、『私要抄』から、一方的に引用したようにふえることで
四○
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あ
る
。
し
か
し
、
経
覚
は
、
必
ず
闘
茶
の
よ
う
な
茶
に
ウ
エ
ー
ト
を
お
く
会
の
場
合
に
は
、
「
茶
会
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
、
「
茶
」
を
物
質
的
な
名
詞
（、）
として表現する時には、「茶以下・・・」または、「茶湯」の形で書
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
言
葉
の
上
か
ら
も
「
茶
湯
」
は
闘
茶
と
は
い
え
ない。以上
、
「
林
間
の
茶
の
湯
」
と
い
う
言
葉
か
ら
と
、
闘
茶
に
対
し
て
の
疑
問の面から触れてきた。かく考えると、先学が使った史料、すな
わち文明元年五月二三日条からは、「林間の茶会」、あるいは「林
間の茶の湯」といわれるほど、この場合の「茶」には、大きな主
体性はゑられない。もちろん、確かに林間において茶が飲まれた
ことは事実なのであるから、林間における茶を全く否定するもの
ではない。しかし「林間の茶の湯」といった場合には、「林間」
と「茶の湯」とが言葉の上で対比しておかれてくるため、風呂と
茶会との両方があったというように誤解される。
私は、五月二三日条に関しては、風呂からあがった後、人々は
当時かなり貴重な飲料であったお茶（そのうち、高級な人は、
「宇治茶」、下級な人々は、「椎（雑）茶己を飲んで、簡単な宴
、
、
、
、
をかこんだと考陰えたい。小論の副題を、「いわゆる林間の茶の湯
について」としたのも、このためである。
南都古市で行なわれた一連の風流は、毎年七月の孟蘭盆を中心
に催されたものである。『私要抄』から、七月一六日を中心にひ
風
呂
の
風
流
（
天
野
）
三
、
文
明
元
年
の
一
連
の
風
流
を
め
ぐ
っ
て
ろ
っ
て
承
よ
う
。
Ⅲ
文
安
四
年
七
月
一
六
日
条
（胤憲）
及民日自吉岡古市胤仙父、風流為之、猿楽也、風流天岩戸ノ
事也、
②
長
禄
二
年
七
月
一
六
日
条
一
入
夜
卒
都
婆
堂
者
共
今
風
流
来
了
、
先
有
笠
、
次
鷺
二
人
舞
之
、
次
延年之儀蹴弁大衆三人襄頭衣、次夫催、次催児欺、（下略）
③
寛
正
三
年
七
月
一
六
日
条
一
可
有
風
流
之
山
、
古
市
春
藤
九
色
々
結
構
召
仕
者
共
マ
テ
招
寄
之
間
僧正可被来見之由、遺状了、（下略）
側
文
明
元
年
七
月
一
七
日
条
今
日
老
不
可
見
物
之
由
思
賜
之
処
、
衆
人
事
外
令
群
集
、
色
々
有
風
流
之
由
、
面
々
申
勧
之
間
、
向
桟
敷
見
物
了
、
（
下
略
）
こ
の
よ
う
に
毎
年
夏
に
な
る
と
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
に
突
然
出
て
き
た
し
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
後
述
す
る
が
、
文
明
元
年
に
お
け
る
一
連
の
風
流
は
、
平
年
と
は
違
う
異
様
と
も
み
え
る盛り上がりであった。
（ｕ）
こ
の
南
都
に
お
け
る
風
流
に
つ
い
て
は
、
和
田
義
昭
氏
が
詳
し
く
述
べ
て
いる。中
世
奈
良
の
代
表
的
な
風
流
に
延
年
の
風
流
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
造
り
も
の
と
劇
的
要
素
を
兼
ね
そ
な
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
奈
良
お
よ
び
近
郷
の
孟
蘭
盆
の
風
流
と
し
て
と
り
入
れ
ら
れ
、
念
仏
の
風
流
と
な
る
。
こ
の
念
仏
の
風
流
は
、
念
仏
踊
り
と
な
り
、
ま
た
盆
踊
り
へ
と
発
展した。
四
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こ
の
よ
う
に
、
こ
の
風
流
は
「
造
り
も
の
と
劇
的
要
素
を
兼
ね
そ
な
え
た
も
の
」
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
念
仏
の
風
流
」
は
次
の
史
料
の
よ
う
に
非
常
に
流
行
し
て
い
る
。
『
私
要
抄
』
の
文
明
元
年
七
月
一
四
日
条
に
は
、
｜
南
都
ヲ
ト
リ
自
衆
中
停
止
一
毒
、
また同一六日条には、
風
出
釜
破
損
之
間
、
三
千
疋
計
煩
云
々
、
佃
以
勧
進
可
沙
汰
処
、
近
日
奈
良
ヲ
ト
リ
禁
制
之
間
、
人
々
無
念
之
巾
存
之
間
，
目
今
日
ヲ
ト
リ
ヲ
取
立
、
曲
四
五
間
ノ
カ
リ
ヲ
立
テ
、
其
内
ニ
テ
ヲ
ト
リ
ヲ
沙
汰
、
奈
良
川
舎
者
共
在
之
、
（
下
略
）
と
ふ
え
る
よ
う
に
古
市
で
は
、
「
奈
良
ヲ
ト
リ
」
が
禁
制
さ
れ
て
い
る
間
に
も
「
カ
リ
ャ
」
を
立
て
て
そ
の
中
で
行
な
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
風
流
に
対
し
て
、
『
私
要
抄
』
で
は
、
宝
徳
二
年
六
月
二
二
日
条
が
、
「林間」という言漿の初見である。
（皿）
一
有
林
間
、
当
坊
上
人
焼
之
、
茶
以
下
被
結
構
了
確
か
に
、
宝
徳
元
年
（
一
四
四
九
）
の
夏
、
（
六
月
二
九
日
）
に
も
「
風
呂
」
と
の
記
事
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
頃
、
経
覚
は
ま
だ
古
市
氏
と
密
接
な
関
係
は
な
く
、
ま
た
、
経
覚
自
身
に
は
ま
だ
宝
徳
元
年
の
時
期
「
風
呂
」
の
こ
と
を
、
「
林
間
」
と
い
う
の
だ
と
い
う
言
語
上
の
意
識
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
経
覚
が
隠
居
し
て
、
し
ば
ら
く
た
っ
た
時
期
に
あ
た
り
、
こ
の
後
の
記
事
の
書
き
方
か
ら
み
て
、
経
覚
と
古
市
氏
が
突
然
に
交
際
し
は
じ
め
た
頃
な
の
で
あ
ろ
う
。
経
覚
は
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
を
書
い
た
尋
尊
を
は
さ
ん
で
、
前
後
二
回
ず
つ
計
四
回
興
福
寺
別
当
に
な
っ
（Ⅲ）
て
い
る
。
そ
し
て
、
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
に
古
市
胤
仙
の
時
代
に
隠
居
して文明五年（一四七三）に逝去した。
法政史学第一一一十七号
さ
て
、
永
島
氏
に
よ
れ
ば
、
古
市
氏
は
、
奈
良
の
東
南
方
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
所
在
す
る
古
市
の
土
豪
だ
っ
た
。
こ
の
古
市
の
地
名
は
鎌
倉
時
代
末
期
に
は
じ
ま
る
。
こ
こ
に
開
か
れ
た
稲
島
市
を
、
領
主
の
大
乗
院
門
跡
が
そ
の
膝
下
の
奈
良
大
乗
院
内
に
移
し
て
南
市
と
し
た
た
め
、
福
島
市
の
地
に
は
古
市
の
称
が
お
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
移
遷
は
正
応
の
こ
ろ
（
’
二
九
○
年
前
後
）
で
、
乾
元
元
年
（
一
三
○
二
）
に
は
南
市
祭
も
は
じ
ま
っ
て
い
る。正中二年（一一一三五）に古市但胴公というのが現われ、その
館
に
大
乗
院
Ⅲ
主
が
、
敗
戦
し
て
隠
居
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
衆
徒
古
市
氏
の
お
こ
り
と
い
う
の
に
近
い
し
、
そ
れ
が
大
乗
院
門
跡
に
所
属
す
る
ゆ
え
ん
が
知
ら
れ
る
。
典
稲
作
州
兵
の
衆
徒
、
川
民
と
い
う
の
は
、
鎌
倉
時
代
の
は
じ
め
頃
か
ら
在
地
領
主
ら
を
興
編
寺
が
そ
の
「
御
家
人
化
」
し
た
も
の
で
、
Ⅲ
縁
（
譜
代
）
の
あ
る
有
力
者
を
御
家
人
の
衆
徒
、
新
付
の
者
は
国
民
と
格
づ
け
し
、
倒
民
に
は
円
頂
を
強
い
ぬ
代
わ
り
に
准
御
家
人
化
し
た
の
で
ある。衆徒には興袖寺から入部せしめたしの、国民には土豪が多『
いという特徴がある。古市氏は大乗院門跡から送りこまれた荘官
僻
の
土
着
し
た
も
の
と
い
え
る
。
や
が
て
衆
徒
・
国
民
は
一
乗
院
・
大
乗
院
の
両
Ⅲ
跡
に
分
属
す
る
こ
と
に
な
り
坊
人
と
称
さ
れ
た
。
古
市
氏
は
大
乗
院
（ｕ）
門
跡
の
坊
人
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
佇
般
を
持
つ
古
市
氏
は
、
す
で
に
大
和
の
一
大
名
と
な
っ
て
い
て
文
明
元
年
Ｃ
四
六
九
）
当
時
は
古
市
胤
栄
が
跡
を
継
い
で
い
た。この古市氏が、「九条禅閣御息」で、前の興棡寺別当、そし
て、本願寺蓮如上人の親族といわれている安位寺経覚を隠居所に
迎え入れ、その・〈トロンになったのである。かような経覚は、摂
関
家
の
出
身
だ
か
ら
、
文
化
的
趣
味
も
高
い
し
、
教
養
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
四
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る。経覚の文化的趣味と、古市氏の文化欲と経済力、ならびに風
流の彦透と相まって、宝徳二年（一四五○）から「林間（風呂）」
が始まり、孟蘭盆行事と重なって、「林間の風流」へとエスヵレ
１
ト
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次に、「風呂」が「林間」と呼ばれ、それに風流が附属してい
く様子を『私要抄』の年を追ってゑてふたい。
仙
宝
徳
二
年
六
月
二
二
日
条
、
、
一有林間、当坊上人焼之、茶以下被結構了、
②
享
徳
二
年
五
月
二
六
日
条
、
、
、
、
、
、
、
、
一在風呂、懐舜観禅院、焼之、於風呂以藤葉素麺等今賞翫ｒ、
学侶・方衆等七八人在之、弁玄深・経胤・弊舜来合了、
佃
康
正
三
年
、
、
六
月
一
一
日
一
林
間
始
之
、
、
、
一
四
日
一
有
林
間
、、、
一
七
日
一
有
林
間
、
玄
深
焼
之
、
、
、
一一○日
有林間、畑男焼之、
、
、
一
一
一
一
日
一
林
間
覚
朝
焼
之
、
、
、
七
月
四
日
一林間古市焼之、麦麺以下調進了、
側
長
隊
二
年
五
月
四
日
一自今日林間始之、覚朝焼之、
、
、
一
八
日
一
有
風
呂
、
吉
阿
焼
之
、
、
、
一
一
一
日
一
有
風
呂
、
経
胤
焼
之
、
二四日一為風呂、禅定院被来、児藤千代・弊舛・
泰弘被具了、北面少々在之、御膳井麺等
風
呂
の
風
流
（
天
野
）
、
、
献之了、今日風［凸元兼男焼之、
林間は夏の風呂のことであるが、康正一一一年（一四五七）六月一
、
、
、
、
日と長隊一一年（一四五八）五月四日に、「林間始之」、あるいは、
、
、
、
、
、
、
、
「ｎ口今日林間始之、覚朝焼之」とあるように、いわゆる古市にお
ける一池の変の行事として象ることが川来る。その後、何日間か
おきに定期的に「林間」が行なわれている。すなわち、「林間」
の定芯がふられる。風流は、先述したように「盆の風流」として
承られる。たとえば兜正三年（一四五七）七月一四日から盆の行
事についてゑると、風流は七月一四Ⅱから一七日にかけて行なわ
（応）
れている。そしてこの「盆の風流」は、古市氏の郎党によって行
なわれている。また、先の「林間」の担当者も古市氏の家人で橘
（咄）
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
考
え
る
に
、
「
林
間
」
と
「
盆
の
風
流
」
共
に
、
夏
期
行
な
わ
れ
るｆ〕のであるが、次第に、それぞれ発股していき、文明元年に至
り
、
「
林
間
の
風
、
□
に
風
流
が
飾
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
何
故
、
盆
行
事
が
、
盆
の
期
間
以
外
の
時
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
、
宗
教
史
的
な
伽
か
ら
も
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が、文明四年（一四七二）七月一日条には、「一、目今日ヲトリ
念仏在之」とあり、本来七月一四日から行なわれる飾り物しない
川りさえも、この年七月一日から始められていることからゑて、
風流ｎ体がかなり自由に行なわれていることがうかがえる。
で
は
、
こ
こ
で
文
明
元
年
に
突
然
に
燃
え
あ
が
る
よ
う
に
催
さ
れ
た
「
林
（Ⅳ）
間の風流」についての、『私要抄』の記事をふてお、きたい。
③文明元年五月二一一一日条（前掲）
四
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⑧
文
明
元
年
五
月
二
四
日
条
一、今日風呂立之、殿原共妻可入之山仰了、其次一一地下人男女
同可入之由仰含了、自朝及酉刻焼之畢、畏申云々、
⑥
同
年
七
月
三
日
条
、
、
今日有林間、迎編寺坊主勝観坊、井恵光坊、伯書記、今阿
、
、
四人焼之云々、折一一一合、瓜済々、祷等、又有茶湯、又被立花、
、
、
風呂中荘観見物ナル者也、今日衆中カセ衆徒共五六人、古市
へ招請間、以次彼等も入一蟇、
⑪
同
年
七
月
一
○
日
条
、
、
一、今日有林間、畑経胤焼之、午刻申案内間入了、折五合、橋
二一一一荷、瓜二盆、ハシヵミ一鉢、酒月書絵、又懸字二幅東西
懸之、立花、又水舟之上一一小屏風ヲ立テ、懸絵一幅在之、花
二瓶、香呂一置之、湯舟ノ天井ノ上ニヲシマハシテ花ヲ立、
郷者共衆人今群集見物畢、一献素麺也、蓮葉ヲ為器物、而々
及大飲之間令酔過云々、若干煩歎、
③
同
年
七
月
二
四
日
条
、
、
一、今日有林間、山村井同東入道父子焼之、於風呂者東焼之、
至一献者山村武蔵父子営之云々、権三荷、折一一合、其外満中
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
等在之、風出、湯壷等一一松ヲ立、近此風情也、又竹ヲ立、本
、
、
一一勢在之、愚老上庭ニハ屏風片方立、莚上一一者円座、有茶湯、
東限一一仙翁花立之、随分結構也、
⑪
同
年
七
月
二
七
日
条
、
、
今
日
在
林
間
頭
人
頭
宗
阿
闇
梨
、
禅
僧
正
、
懲
聖
道
一
人
、
四
条
時衆一人、下村正忍五人焼之、午下刻申案内之間入了、風呂
法
政
史
学
第
三
十
七
号
、
、
、
、
、
荘厳甚美一蝿也、風呂湯壷上一一一一一方懸垂簾、有風鈴、其前五六
瓶立花、置香出、湯壷之外二色紙ヲ押、色々紙也、橋一一双、
巻皮進之、予上所一一棚ヲ置テ、折酒月以下在之、頗尽美了、
驚目之外無他者山、
右は、「林間」において風流がなされた記録である。以上でわ
かるように、この場合の風流は、あくまで水〕飾り物の風流で、風
呂に入るために色々趣向したのであろう。しかし、文明三年に
は、風流でなくて、次掲の表によるように六月三日から「功徳風
呂」が定期的に行なわれている。
すなわち、ここでは、経覚は「林間」といわずに「功徳風呂」
と書いている。「功徳風呂」と「林間」とをはっきりと区別して
いるのは、宗教的な風凸と、楽しゑの風呂とを意識的にわけたた
めであろうか。このあと文明五年（一四七三）に経覚は死去する。
以上、文明元年における林間においての「茶湯」の史料を取り
事月日’記
有功徳風凸
有功iii風呂入
有功徳風呂入
今日有功徳風呂了
風呂血足立之
念仏湯在之入了
６．３
１５
１９
２０
７．７
１６
『私要抄』の文明三年各日条による。 四四
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大光明寺入風呂両宰相、長資朝臣、隆富朝臣、（中略）先指月
一一行次入浴室了、於大通院長老謁、有辮礼、軒鋤醗子帰了於
、
、
局有盃酌、（下略）
こ
れ
は
後
崇
光
院
（
伏
見
宮
貞
成
親
王
）
が
大
光
明
寺
に
て
入
浴
後
、
「
茶
礼
」
を
受
け
た
記
録
で
あ
る
。
安
位
寺
経
覚
と
後
花
園
帝
の
父
で
あ
る
後
崇
光
院
を
並
べ
る
の
は
一
考
を
要
す
る
け
れ
ど
も
、
経
覚
が
九
条
家
の
朏
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
高
級
公
家
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
方
一大名の古市氏としては、もてなすための手順次第はあったであ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
『
洞
上
僧
堂
清
規
』
（
巻
二
開
浴
法
）
に
寒月〈五日一一一浴シ、暑天〈毎日淋汗ス、（中略）或〈浴後一一
、
、
施主茶菓ヲ設簿〈、如法二喫茶シ、施主ヲ謝シ帰寮ス、（下略）
と見えるのは「茶礼」である。古市氏がこのような「茶礼」の佳
例
に
よ
っ
た
屯
の
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
堂
上
公
家
に
対
し
て
茶
湯
を
も
て
な
す
に
は
、
一
通
り
の
手
は
尽
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
経
覚
が
風
呂
か
ら
あ
が
っ
た
あ
と
、
風
呂
の
あ
が
り
屋
か
、
ま
た
は
そ
の
近
く
の
部
屋
ま
で
案
内
し
、
そ
し
て
茶
以
下
の
物
を
手
順
に
し
た
が
っ
て
、
う
や
う
や
し
く
差
し
上
げ
た
と
想
像
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
す
る
事
が
、
「
林
次
の
ご
と
く
ふ
え
る
。
あ
げ
た
。
確
か
に
、
「
茶
湯
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
茶
湯
」
を
私
は
先
述
し
た
通
り
、
闘
茶
と
は
承
な
い
。
し
か
し
現
実
的
に
み
て
、
風
呂
あ
が
り
に
「
茶
湯
」
を
出
す
場
合
、
「
茶
」
と
い
う
特
別
な
る
飲
料
物
と
い
う
性
質
か
ら
し
て
、
古
市
胤
栄
は
、
経
覚
と
い
う
大
乗
院
か
ら
の
隠
居
、
つ
ま
りもと興福寺別当に対して、一通りの手順を用いたのではないか
と思われる。すなわち、『看聞御記』永享四年一○月九日条には
風
呂
の
風
流
（
天
野
）
はじめにの項で記したように、先学は『私要抄』文明元年五月
二一一一日条を、「林間の茶の湯」と称し、
Ⅲ
茶
会
の
趣
向
の
発
生
②
中
壯
の
茶
か
ら
近
世
の
茶
へ
の
結
節
点
の
二
点
か
ら
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
小
論
は
、
今
ま
で
述
べ
き
た
っ
た
よ
う
に
「
林
間
の
茶
の
湯
」
を
否
定
し
た
。
し
た
が
っ
て
先
学
が
い
う
評
価
も
否
定
し
た
形
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
私
は
別
な
観
点
か
ら
取
りあげたい。
先
の
史
料
、
文
明
元
年
二
四
六
九
）
、
古
市
氏
は
胤
栄
の
時
代
で
あ
っ
た。その後文明五年（一四七三）に経覚が逝去し、同八年（一四
七六）に胤栄が隠居する。そしてその後胤栄の弟澄胤が、興福寺
より還俗して古市氏を継ぐ。この時期茶道史上重要な人物が登場
す
る
。
す
な
わ
ち
「
佗
び
茶
の
祖
」
と
い
わ
れ
る
南
都
称
名
寺
の
珠
光
で
あ
（旧）
る
。
珠
光
か
ら
澄
胤
に
宛
て
た
一
紙
が
残
っ
て
い
る
。
此
道
、
第
一
わ
る
き
事
〈
、
心
の
か
ま
ん
か
し
や
う
也
、
こ
う
者
を
は
そ
間の風流」における一つの趣向であったのだろう。
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
「
茶
湯
」
は
あ
く
ま
で
も
、
「
林
間
の
風
流
」
の
中
に
お
い
て
一
つ
の
個
有
名
詞
で
し
か
な
く
、
「
林
間
の
茶
の
湯
」
と
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
無
理
な
点
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
近
枇
初
頭
の
「
茶
会
」
の
よ
う
な
意
識
は
古
市
か
い
わ
い
に
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
四
、
む
す
び
四五
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ね
ミ
、
初
心
の
者
を
〈
見
く
た
す
事
、
一
段
無
勿
躰
事
共
也
、
こ
ふ
し
ゃ
に
く
ち
か
つ
き
て
二
一
一
口
を
も
な
げ
き
、
又
、
初
心
の
物
を
は
い
か
に
を
も
そ
た
つ
へ
き
事
也
、
此
道
の
一
大
事
〈
、
和
漢
之
さ
か
い
を
ま
き
ら
か
す
事
、
肝
要
肝
要
、
よ
う
し
ん
あ
る
へ
き
事
也
、
又
、
当
時
、
ひ
ゑ
か
る
上
と
申
て
、
初
心
の
人
躰
か
ひ
せ
ん
物
、
し
か
ら
き
物
な
と
も
ち
て
、
人
も
ゆ
る
さ
ぬ
た
げ
く
ら
む
事
、
言
語
道
断
也
、
か
る
上
と
云
事
〈
、
よ
き
道
具
を
も
ち
、
其
あ
ち
わ
ひ
を
よ
く
し
り
て
、
心
の
下
地
に
よ
り
て
た
け
く
ら
ミ
み
て
、
後
ま
て
ひ
へ
や
せ
て
こ
そ
面
白
く
あ
る
へ
き
也
、
又
、
さ
〈
あ
れ
共
、
一
向
か
な
〈
ぬ
人
躰
（
、
道
具
に
〈
か
ら
か
ふ
へ
か
ら
す
候
也
、
い
か
様
の
て
と
り
風
情
に
て
も
、
な
げ
く
所
、
肝
要
に
て
候
、
た
上
か
ま
ん
か
し
や
う
か
わ
る
き
事
に
て
候
、
又
〈
、
か
ま
ん
な
く
て
も
な
ら
ぬ道也、銘道一一いわく、
心
の
師
と
〈
な
れ
、
心
を
師
と
せ
さ
れ
、
と
古
人
も
い
わ
れ
し
也
、
こ
の
「
珠
光
古
市
播
磨
法
師
宛
一
紙
」
は
、
風
流
の
茶
会
史
料
と
し
て
扱
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
は
一
考
を
要
す
る
。
し
か
し
、
私
は
珠
光
と
澄
胤
が
交
渉
の
あ
っ
た
可
能
性
を
こ
の
史
料
に
ゑ
た
い
○
す
な
わ
ち
、
兄
胤
栄
が
経
覚
を
中
心
に
し
て
「
林
間
の
風
流
」
の
中
で
茶
湯
以
下
を
飲
食
し
楽
し
ん
だ
の
を
み
た
当
時
、
興
福
寺
の
作
僧
澄
胤
は
、
南
都
の
珠
光
か
ら
「
佗
び
茶
」
に
属
す
る
「
茶
」
を
見
聞
き
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
さ
す
れ
ば
、
澄
胤
が
兄
胤
栄
の
風
流
に
お
け
る
茶
の
姿
を
見
て
、
己
れ
の
茶
の
方
向
を
変
え
た
と
し
た
ら
、
別
な
意
味
で
改
め
て
「
林
間
の
風
流
」
を
再
評
価
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
古
い
形
の
茶
か
ら
の
訣
別
、
そ
の
た
め
の
引
き
金
と
し
て
で
あ
る
。
こ
の
時
期
を
さ
か
い
に
茶
は
近
世
的
な
茶
へ
と
変
容
し
て
いく。 法
政
史
学
第
三
十
七
号
風
流
を
沙
汰
す
る
と
記
す
が
、
Ⅱ
こ
れ
は
薪
を
た
く
と
い
う
単
な
る
動
作
の
言
葉
で
は
な
く
、
そ
の
日
行
な
わ
れ
る
風
流
以
下
い
っ
さ
い
の
経
済
的
負
担
を負うという意味である。したがって相当経済力がなければ請け
負
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
古
市
氏
を
中
心
に
し
た
国
人
達
が
、
と
き
の
文
化
人
で
あ
っ
た
安
位
寺
経
覚
に
直
接
風
凸
を
中
心
に
し
た
風
流
を
ご
ち
そ
う
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
か
な
り
の
経
費
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
ラ
イ
バ
ル
的
な
国
人
達
が
順
番
に
行
な
う
の
だ
か
ら
、
そ
れ
な
り
に
頑
張
ら
な
け
ればならない。すなわち、「功徳風呂」的な意味を持つ風呂と風
流の飾り物、それに飲食が付随すれば、経覚ならずとも他の国人
や衆徒、そして民衆とも結びつきが持てる。沙汰する者として
は、それなりにメリットを考えたのではないか。ここにも国人層
ここに文明元年（一四六九）に「林間の風流」を沙汰した国人
の名を列挙する（次表）。
月日｜風流沙汰人｜備考
茶湯あり迎福寺坊主
勝観坊
伯書記
恋光坊
今阿
畑経胤
山村父子
東入道父子
顕宗阿閤梨
禅聖道
懲聖道一人
下村正忍五人
四條時宗
７月 ３日
７月１０日
茶湯の記
載なし７月２４日
７月２７日
茶湯あり
茶湯あり 四六
『私要抄』の文明元年各日条による。
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の台頭を承ることが出来る。この国人増の結びつきや台頭と文化
的
な
面
で
の
「
茶
」
が
、
こ
の
後
ど
の
よ
う
に
発
股
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
の
研
究
に
待
ち
た
い
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
文
明
元
年
二
四
六
九
）
の
「
林
間
の
風
流
」
が
、
どうしてこの一年だけにあったのかを推測してみたい。
経覚は、第四度目の興福寺別当を、古市迎福寺にて請け取って
いる。この応仁三年（一四六九）は四月二八日に文明に改元され
た。ここで飛羅した推測かも知れないが、私は次のように考えて
いる。よわい七五才の経党が古市迎福寺において四度目の別当に
なった。大和は興桶寺の一同守謹であることから、経覚の後援者
で
あ
り
、
一
大
名
的
な
価
を
も
っ
て
い
た
胤
栄
に
と
っ
て
は
画
期
的
な
こ
と
であったと思われる。ここで古市胤栄は、郎党、取巻き達と共に
風
拙
好
き
で
あ
っ
た
絲
髄
に
そ
の
夏
「
林
間
の
風
流
」
を
賄
っ
た
。
こ
の
よ
うに考えたらいかがなものであろうか。経覚がいかにも楽しそう
に、その日記に記しているところを承るとそう思わずにはいられ
ない。以上に述べた「林間の風流」を、従来は「茶会Ⅱ闘茶」と解し
てきたが、「茶湯」という意味にとるべきではないか、というこ
とを論じてみた。
註（１）永島福太郎「茶道の成立」Ｓ中世文芸の源流』〔河原抑
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村井康彦『図録茶道史』（淡交社、昭和五五年）
『下学雌』（古辞押雛刊本）九旧頁。
以下、『洞上僧堂清規』（曹洞宗全書刊行会本）五二頁。
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享
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に
、
大光明寺入風呂、識鴎跨熱嚥乏間、両宰相、長資朝臣、
陸岸川朝臣、虚賢、経秀、承泉等参、先指月一一行、次
入浴室了、於大通院長老調、右茶礼、等“益子帰了於
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下
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之
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予
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と
あ
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和田「風流踊りから盆踊りへ」（『芸能史研究』六一号）
二二瓜。
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大
川
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」
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）
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末筆になりましたが、本稿作成にあたり、懇切、丁寧に御指導
賜わりました指導教授中野栄夫先生、および多大に御教示下さい
ました石田雅彦氏に対し、厚く感謝の御礼を申し上げます。
〔附記〕
（昭） '－，／■、′=、１７１６１５
、_ノ、=ノ、_ノ
（ｕ） 法
政
史
学
第
三
十
七
号
永
島
福
太
郎
「
古
市
澄
胤
」
Ｓ
戦
乱
と
人
物
』
〔
吉
川
弘
文
館
、
昭和四三年〕）、一四九’一五○頁。
『
私
要
抄
』
七
月
一
四
日
、
一
六
日
、
一
七
日
条
参
照
。
『私要抄』文明元年五月二一一一日条参照。
なお、そのあと、八月三日、六日、八日、一一一日、二一一一
日
、
二
六
日
に
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
「珠光古市播磨法師宛一紙」（『茶道古典全集』第三巻〔淡
交社、昭和三五年〕）一一一頁。
経覚の別当在任期間
年号西歴
応永３３年1４２６
１
１年正長1４２８
永享 ３年1４３１
１
１４３５
２
永享 ７年
寛正 ２年l４６１
ｌ
１４６３
３
寛正 ４年
文明 1年1４６９
１
１４７３
４
文明 ５年
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